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 今回、我々は、陸上の地熱地帯の地下深部に存在する熱水貯留層から高温高圧採水器を用いて、熱水を直接

無菌的に採取し、熱水中に棲息する微生物を熱水の化学成分と併せて調査した．岩手県葛根田地熱地域を調査地域

とし、2003年9月26－29日にかけて、葛根田地熱発電所内のK2-7井から1サンプル（垂直深度1128m、温度190.0 ℃、

圧力7.78 MPaA）、KB-5井から2サンプル（垂直深度1029.8m、温度181.5 ℃、圧力7.66 MpaAおよび垂直深度850.3m、

温度 181.0 ℃、圧力 6.09 MPaA）の熱水を採取した．前述のように、採水器は使用前に高圧蒸気滅菌または乾熱滅

菌し、無菌的なサンプリングを実現した．採取した熱水は、無機化学成分、ガス成分、有機成分（DOC および化合

物分析）、微生物解析などの試料として用いた． 

 各サンプルの DOC（溶存有機炭素）濃度は、次の通りであった．・K2-7 井：11.56±0.456mg/L、・KB-5 井（深

度 1029.8m）：3.440±0.090mg/L、・KB-5 井（深度 850.3m）：8.907±0.274mg/L．また、同時期に採取した 2 ヶ所の

地表の温泉水中の DOC 濃度を同様に測定したところ、・玉川温泉：1.611±0.022mg/L、・後生掛温泉：

6.724±0.038mg/L であった．これらの値を比較すると、地下深部の熱水貯留層には、地表の温泉水と同等かそれ

以上の溶存有機物が含まれていることがわかった．しかし、このように比較的高濃度の DOC を含むにもかかわらず、

地下熱水中に棲息している微生物は検出されなかった．サンプリング深度は、国見峠層に位置し、母岩は主にデイ

サイト質凝灰岩および頁岩からなっている．熱水中の有機物はこれらの母岩中の有機物が熱分解されると共に、熱

水中に溶出してきたことが推測される．なお、講演では、無機化学成分およびガス成分組成などもあわせて紹介す

る． 

 


